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PHOTO * 久田雅一（栄陀5了目） 


ひとっ — 1 f .^fr i/J ^ <， 人いない圊 

の山中でカメ 1 ラを構えて袴 

つ/おれは、おまえ瀵の味方なんだ • 凌を見せ 
ておくれ, j 祈るようにして待つ忍耐力はなみで 
はない.大自然の中にさる野生動物の健気さ 
が久田雅夫さん(栄町5 丁目）にシャッターを切 
らせる集った一枚一枚の写真は動物と久田さ 
んの交友好であり、勤物の表情にも久田さんの 
動物に対す6やさしさが映ってい5^ 
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不木場の木を技石に B 
i れた衫矛卜:海)に:攻すと， 
水が下の乎典の砂の+を 
逢，て邃«にしたカメの 
衮の穴から木痛となって 
落下 L . 下の水 U ポチ， 
ンとなも*その者が力/ 
のやで《響しズ於なも畜 
色を虫す • 
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水！} WT すいきんくつ•と呼び 
ます•文字どおり•水•琴 • 窗と 
ありますから、なにやら音の出る 
仕掛けがほどこされているに違い 
あ9ません • 

水琴箱は今でこそ博^?行きの 
珍品となつていますが，かつては 
お m 数の庭の片隅などに、 e 師た 
ちがエ妙凝らし•しつらえたもの 
でした❶ NHK が取材し，『天声人 
語」にも紹介されたので、紀«と 
どめる方もおありでしよぅか • 
この今では殆ど残されていない 
江户時代の風流が、立川は五 Ritt 
街道沿いに再 ST 妙なる音の空間 
が、時を超え、喧噪の世によみが 
えつたのであります。 

水琴 m は、図解で示しているよ 
ぅにI甕の底にあいている小さな 

穴から水が滴り、その一滴一滴が 

S の洞内にこだまする，*朴にも 

快い音色を來しむのです。 

水の滴る音といえども、兩蛙が 

飛びこむ-1ボッチヤン！」なんて 

俗な t じ やあない ◊さりとて*と 

り澄ましたウソつぽい、お上品さ 

なんて•ものでもございません® 
まさに*「音の繫」でぁリます。 


音の M* ききは，勒くものそれぞ 
れの心境によって興るのは当然で 
しようが， «»-?■ には、『キーン、 
々ン！ J と • 说く耳底を 抉つ てく 
るよう にさえ思えたのでした。 


そぅ、含の耳とは，「晓く耳/ 

「響く 心」のありかが問越なのだ。 

聰く耳、響く心•魂の楽、をもと 

めて、どれほどの ft い時を彷徨い 
つづけたことだろうか。 


吾がミユ—ズの女神に恋 t« れ、 
いつもいつも寄せる想いは•ほん 
の 一»に*じ取る「魂の来/ 

それさえあれば . と' 問いつ 

づけたものでありました。 

その心の旅の一里程に、出逢つ 
た音が，この水¥«であります。 

外の眾色はまさに冬-しかし、 
心は春のょうに胸はずませ，玉來 
さんの楽宅を訪うたのでした* 
あなたにも時として、枯れ果て 
打ちひしがれるょうな寂荽 S に， 
さいなまれることおありでし"'? 

我等凡人、いつも、いつも、魂 
の底から希望に淌ちきった軎びが 
濟いてくるなんてこと、そう矢« 
とあるもんじやあございません。 

そんな時•街なかの、騒がしさ 
から一歩出て，水¥@の「莰」を 

心耳に聰いてみれば好い- 

水祜れた魂の奥底に、ほうら> 

すこしずつ「キ I ン、カン、コン 

キン……」と•速いどこかで忘れ 

てきてしまつた何かが*聞こえて 

くるではありませんか" 

まずは、庭の I W に靜かに佇む 

氏のお顯をとくと。それから • i 

なる音の世界をお楽しみください • 
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〈足を組む女〉像 


BX 町 二 1*目 


1にとどめておきたいことへの*いの人々にも伝え 
られたら。そんな願い込もるそ"ユメント。立川にもあります。 


立川 K 北 uo IタリIに 
ある若山牧水の歌碑はあま 
9に t 有名だが•その牧水 
の歌碑ょりやや奥、三菱銀 
行側に，ブロンズの少女像 
が あることを 知つている人 
は少ないようだ。 

夜はも 



その少女«に目 
を留める人は少ないめでは 
ないだろぅか。 

像は等身大で台の部分 
が &ocm ぐらいだから•それ 
ほど大きなものではない • 
何かを考えているのか*シ 
ヨートカツトの小さな頭と 
切れ S の目が印象的だが、 
「現代に生きる発剌とした 
女性」を表わしている- 


この m は、-*:京立川ロータ 
リ|クラブが削立25闳年記念 
として，昭和59年12月に. vt 川 
市に寄贈したもの。ますます 
発展する立川のシンボルにな 
ればとの師いがひそかに込め 
られているが，残念ながらそ 
の希望は 
今のとこ 
ろ実現さ 
れていな 
いようで 
ある。 

可愛いおへソのあたりが， 
いくらか茶色くなつているの 
が女の子の侬だけに，ちょつ 
びりかわいそうにも®じられ 
るのではあるが•今にきつと 
渋谷の忠大ハチ公の像のよう 
に•侍ち合わせ場所のシンボ 
ルとしてV人々の心にとどめ 
られる H は 近い ことを 確信 さ 
せられる 思いがの*には込め 
られているようだ ♦ <H*H> 


砂川の阿 M 佐味天神社の宮司' 
宮崎虬さんが「こけし」を m め始 
めたのが三十年1刖■枨の思い出に 
と手に入れた|本の「こけし」の 
純粋で索朴な美しさに魅せられた 
という** 

宮崤さんが m めているのは伝統 
こけし•苷から来北の垠治場で作 
られているものだが，何か所かあ 
る.«地でそれぞれに特徴があり、 
作者によつても徴妙に表情が変つ 
ていて€集家にとつて U このちが 
いがたまらないとい、っ•宮埼さん 

真如 g だ务 

» のうえでは- <>*rx # ですが， 

* さはいちだん t きびしくな 
るよう です•おなじみになり 
i した 真如 苑の稍 含参躭 ，今 
月 も 暖かい ft 持でお迎えさせ 
て « きます*お気軽にお出掛 
けください。 

■ n 時 2cc21a:(±) 

午後 2 時 I 4 時 
_御本« ，典如宝物館をはじ 
めと して 映画な ど 盛り だく さ 
んの 用* がしてございます。 

■立 川市民 {成人 > に 限らせ 
て 項き ます。 

■お申し込みは 「えくてび あ 
ん •= >>< 

- ー オン」(本 
誌を 手渡 
してくれ 
た 人) へ • 
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は土地や作者を丹念に調べて足を 
* び •£ 接作者に会って手に入れ 
る*集方* T それだけにI本一本 
への愛#は深い。三十年間で、 
人の作者の、子供、孫と三代にわた 
る作品が並んでしまぅ鳩合-^る。 
『我情の違いがいいんです j と目を 
細める®にやさしさがあふれる- 
他に全国各地の笠の分布•拜餌、 
作9方など写真で記録したものも 
集めているがこちらは*近一冊の 
本になつたというから，蓖 m 家と 
いうより 研究家の域に逢している。 


今月は立川市の人口についてで 
す。Xパリ立川市の男女の人口の 
比率はど，つているでしよう* 
①男性が多い性が多い③同じ 


•「幻の」 と呼ぶにふさわしい水 ¥ 
窟。 何にしろ.良い音を出すための 
工夫は大へん。I旦土に全部 埋め 
てしまわないとどんな音が出るか 
わからない•試行 鍩珙 のすえに出 
来るのだから風 ia もなまなかな、 
とではない。しかしその ff はまさ 
に 妙 含。ちょつと詳しく図にして 
みたので 典 味のある方はお 2A しあ 
れ** •新 連鈸の 「立川のモニュメ 
ント/ょく立川には碑がないとい 
う話を g く❶はたしてそうなのか 
という 疑 間からのスタ— 卜 。万® 
込もるモニュメントもどこかで S 
らの主張をしているはずだ。ご存 
知の方はご一報ください ••可* 
いご』けし」は 奥 か深い f だ U 呼 
びかたも「こけし」と乎仮名で三文 
字が正しい呼びかただそうだ。 • 早 
# の空 W く澄みえくてびあん 

( ■« )石蠓》_太85探孑|; «技早榨山:|| 子 
11 川蠼田99孑 »« 札子 M 払子 


空袖に一字押入—みよ。 

明眸 □ 歯 

徙家忘 □ 
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m . 銘.活魚の均味しさを味わうなら洸 
ノ川 j である，ダテに水 W が的 i ってあるので 
はない.その m こ後れた角.力 { 泳ぎまわってい 
るのを.あざやかな & r さばきで眛わうこと 
が出米る：哚茂弘 h さんの社 m w 西で六 
钤你菜に 3 W j •ちされた本格„ I だ i だ/寒さ 
が r く較、「ふぐ嫌」の涑えたところなど味わいどころか， 
免蝴叮3 J H . グルメートタカオビル2 F 025 - 5825 

m m- 


水權の中には雉しい魚もいる • イカ 
は特に木!•で»うのがむずかしいと雷 
われているだけに涫さの良さは貴璽だ， 


活魚料 n は手年さが決め手.燦茂さ 


んの色丁さば 


手萆さが決磨 
きは農事だ • 



丹*り （7 人莳》 
W . OOO 円 



